
今月の読み物

出張番外編　特集

理事長　庄司良雄

育樹祭　福井
　10月19日（土）宇都宮でお得意様の旭日双光章の祝賀会が挙行される。同日、午後 6時より育樹祭東京
からの出席者のレセプションが予定されており、どうやって間に合わせようか考えをめぐらされる。10
時受付11時開式。総勢250名が招かれており、立食ならば途中で抜けても誰もわからないだろうと。 6時
の会合に出るには、宇都宮を12時に出て、いったん大宮に戻り北陸新幹線に乗り替え、福井に 5時に到
着しホテルに荷物を預け、あわよくばシャワーを浴びても間に合う。乗り継ぎの時間や、何番線から出
るのか、綿密な計画を練る。一生に何度も無いお祝いの席、
最後までお付き合いしたいのだが致し方ない。全国から招か
れた取引先の方々、そしてご本人は地元の名士でもあるので、
ご友人、当社のお得意様も多数いらっしゃる中、ご挨拶だけ
しておこうと思いきや、祝賀会は着席形式。途中から空席と
なってしまい、私のテーブルの方にも失礼したなぁと恐縮至
極。ご来賓の祝辞、乾杯、祝宴開始まではなんとか参加でき
た。タクシーを呼びでっかい荷物を抱え一目散で宇都宮駅へ。
美味しい料理に後ろ髪を引かれながら、「お仕事お仕事」と念
仏を唱える。
　 5時福井に到着。駅前には、機械恐竜ティラノサウルスの
お出迎え。育樹祭に合わせ、ライトアップされ時折動くとい
う。聞くところによると、秋篠宮殿下によるお手入れの行わ
れた一乗谷朝倉遺跡にクマの目撃情報が出、数日
前から爆竹をたいて防備したとか。天気も土砂降
りとなり大変だったと伺う。
　我が「木と暮らしのふれあい展」でも参考にしな
くてはいけない。雨が降ろうが槍が降ろうが実行
するんだと、肝に銘ずる。翌朝は、日本海側特有
のどんよりはしているものの晴れ。気温も22℃と
高いが、風があり、体感気温は低く感じる。無事
式典も終了し時間通りにバスで福井駅に送られ
る。ボランティアの方も含め関係各位 3千人の参
加で、準備から 3年かけての一大イベントが無事
終了し、そのご苦労に敬意を表します。本当にお

福井駅はティラノサウルスがお出迎え

誰かは知りませんが朝まで木材業界の話を聞いてくれま
した
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れた聖路加病院の最寄り駅、それ以来一生通院し
なくてはならない因縁の街、そんな訳でこの辺り
は土地勘もあり、新富町（正確には築地 4丁目）の
割烹「ささや」（2021年 2 月号掲載）へ向かいました
ら、、、、、あららら？？目的の店が見当たりません。
出だしから躓

つまず

いてしまいました。「ささや」があっ
たと思われる場所は工事中、どうも近頃は予約を
してから行くのがルールのようで、予約電話をし
なかったのが間違いでした。この店もコロナ禍が
原因か閉店してしまったようです。でもこの界隈
は銀座の近くにもかかわらず、情緒のある構えの
店が多く、しばらく街並みを散策してしまいまし
た。
　そんな訳でこの日はまだ日も高く時間もあった
ので、次回の候補店としてメモしてあった人形町
のビストロ「シェ・アンドレ・ドゥ・サクレクー
ル」（2018年12月号掲載）へ向かいました。今度は前もって予約の電話を
してみたら「本日はあいにく満員で申し訳ありません」と丁寧に断られて
しまいました。月報にも「最近はなかなか予約が取れない店」とも書いて
ありましたがそのとおりでした。でもどうせ帰り道、築地から人形町は
地下鉄で 3駅、せめてどんな店か拝んで？みようと直行しました。する
と「ありました、ありました」それはユトリロの絵にあるような佇

たたず

まいの
外観、そして店内では映画に出てくるような豊満なフランスのマダムが
楽しそうに注文を取っていました。掲載した写真は私の下手な素人ス
ナップですが、パリの下町のレストランの雰囲気が感じられますか？し
かし本当のこの店の美味しさや楽しさはオリジナルの記事を読んでいた
だくと読者諸兄もきっと行ってみたくなりますよ。しかしながらそんな
わけで、この日の私のグルメ紀行は二軒とも不成立、残念無念！
　それにしても月報の「私のお気に入りの店」のコーナーは毎月どんなサプライズの店が出てくるのか楽
しみにしています。例えばユニークな記事で驚いたのは、今までに立ち食いそばの店が二軒紹介されて
います。立ち食いそばでこんなに「うんちく」を語れるグルメ雑誌なんてありませんよね。これからも楽
しみです。
　最後にひとつ提案があります。私は老齢で日 「々断捨離」生活で、本や雑誌は処分しているので、月報
のバックナンバーも殆ど残ってないのです。そのため今までの「お気に入りの店」シリーズも調べようが
なく残念至極です。そこで編集委員の方々、何とかこのシリーズを本にまとめられませんか。この内容
ならば一般の街の本屋さんに並べても売れること請け合いです。是非とも御一考願います。

シャンソンでも聞こえてきそうな洒落た店

出版された「お気に入りの店」
の本を見ている私
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疲れ様でした。
　帰りの新幹線は、奮発しグランクラスに乗る。
人生初めてのファーストクラス。飛行機でも電車
のグリーン車ですら乗ったことも無いのにいきな
りファーストクラス。胸が高鳴る。一人掛けと 2
人並び席のたった18席の限られた空間。「寛ぎと安
らぎを感じられる車内空間でお客様一人一人のこ
だわりの時間をお過ごしいただき、沿線の特徴を
生かしたサービスをぜひ楽しんでほしい」との事。
軽い食事として和・洋のどちらかが選べ、飲み物
もソフトドリンクからビールに日本酒・ワイン・
コニャックと飲み放題だとか。グリーン車で23,460円、グランクラスは32,040円、アテンダントの笑顔に
迎えられ、車両へと誘

いざな

われる。最終車両、入り口まで、おしゃれ。車内に入るとガラガラ、子供づれの
親子と老年のご夫婦、女性二人連れ等、途中の駅から乗り込んでくるも満員にはならなかった。中学生
らしき若い少年一人というのも、なんとなく許せない。
　なにはともあれ旅の無事と忙しい行程を乗り切った自分に乾杯し、 3時間30分の長旅を食事とお酒を
楽しむこととした。ところが、ソファーの快適さと微妙な振動ですぐに睡魔に襲われ、飲み放題のこと
も忘れいつの間にか長野を通り越している。慌ただしかった 2日間、何が印象的だったのかなと思いだ
すと、朝の集合場所が、宿泊先のホテル　パレスインだから大丈夫とたかをくくっていたら、これがな
んと勘違い。良く読み返すとパレスホテルで、集合場所に誰もいないと慌てた事。そういえば、宇都宮
でもホテル東日本宇都宮と宇都宮東ホテルがあって、紛らわしいよなぁとブツブツ。区民祭りの角乗は、
うまくご案内できたのかなぁ、来週は、全国林材業労働災害防止大会で和歌山、その次は全国木材産業
振興大会が鹿児島だなと考えていたらまた眠ってしまった。

全国林材業労働災害防止大会　和歌山
　加山雄三を見てびっくりする県岡山に続き和歌
山に10月23日行くことになる。2026年育樹祭が予
定されており、土地勘も無いので、林災防全国大
会に前日より参加する事とする。新大阪から乗り
換え黒潮に乗り行程 3時間半。和歌山駅に着き、
スマホの位置情報を頼りにホテルへ向かう。　和
歌山県の名の由来は、724年聖武天皇と共にここに
訪れた歌人の山部赤人が、万葉集で「若の浦」と記
していることから「和歌の浦」となったという説
や、1585年に羽柴秀吉による紀州統一があり、岡
山（虎伏山）に城を建てる際に、和歌の浦と合わせ

グランクラスのリフレッシュメント

御橋廊下と和歌山城
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和歌山城と命名し、明治に和歌山県となったとも
言われている。和歌山と岡山も満更縁が無かった
訳では無いなぁと、勝手に思う。また、713年に
「紀伊国」きのくにと読み和歌山県は、「木の国」と
呼ばれるようになったそうだ。県土の76%を森林
が占めており、温暖多雨な気象条件を生かして活
発に林業活動が行われていて、強度や色合いが高
く評価され住宅は勿論の事、家具建具様々な分野
に活用されている。和歌山県支部長の榎本長治社
長の（株）山長商店は、江戸中期に創業され、10代
目であり先代より「仕舞屋（しもたや）商売をやめ
た家、家賃や金利収入で食べていくような家にな
るな」という家訓があると聞いたことがある。そ
のような、商売哲学もあり日々進歩発展されてい
るようです。
　林材業における労働災害は、他の産業に比べて
も著しく高い状況が続いております。
　24日の大会宣言を深く胸に刻み、労働災害が無
い安全な環境となる事を願いたいものです。
　10月25日（金）⇒10時より火災共済理事会（東銀
座）⇒12時　多摩産材利用拡大フェア（新宿NSビ
ル）⇒ 2時　木材利用推進コンクール表彰式（木
材会館）⇒ 3時30分　ビックサイト南館にて、
GOOD LIFEフェアにて小池都知事の講演協力
⇒ 6時　木と暮らしのふれあい展　打ち上げ

全国木材産業振興大会　鹿児島
　10月30日⇒JALにて、鹿児島到着。飛行機の隣の座席の方がちょ
うど誕生日だったようで、キャビンアテンダントから祝福されてい
た。なぜかこちらも幸せな気分となる。
　10月31日⇒11時より川商ホールにて、全国木材産業振興大会の理
事会。
　鹿児島県民の方は、桜島に大変思い入れが強いようだ。今日の会
場も桜島を一望できる川商ホール、懇親会会場も鹿児島サンロイヤ
ルホテルで、展望台・大浴場からも桜島の全景を眺める事ができる
のが売りで、人気の高い場所だそうだ。桜島は、何でも標高は1117

林災防会長賞、数矢製材（株）村井大様受賞おめでとうご
ざいます！

GOOD LIFEフェア（ビッグサイト）

GOOD LIFEフェア（ビッグサイト）
小池百合子東京都知事が木の心理面
の効果（リラックス・癒し）について
お話しくださいました
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メートル。車のナンバーにも、11-17を付ける方も多いそうだ。東京でも見かけたらきっと鹿児島出身の
方ですよと教えられる。なんか、見たことがある数字だなぁと考えていたら、「あー俺の誕生日だ！」鹿
児島は焼酎のメッカだけど、鰻も美味しいよと教えてくれた方。何でも東京の値段の半額で豪華な鰻が
食べられるとか。あいにく食べられなかったけど、焼酎グラス一杯250円という店を教えられ、看板に誘
われ入店し、堪能する。
　全国から800名が集まり、中々タクシーが捕まらず、バスや路面電車での行き方を教えてくれた方、鹿
児島の人は皆親切だったなぁと、ほのぼのする。
　11月 1 日（金）⇒都庁にて、「東京の林業振興に向けた専門懇談会」に出席。怒涛のような、スケジュー
ルだった。すべての行事がコロナ禍以上に全開する。2025年は、どのような年となるか楽しみでありま
す。

桜島 桜島標高1117ｍ...

鹿児島駅屋上に大観覧車 焼酎グラス一杯250円で楽しめる店
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